
玉
川
学
園
に
お
け
る
学
術
研
究
所
の
歴
史

は
、
一
九
二
九
年
の
学
園
創
設
時
に
始
ま
り

ま
す
。
創
立
者
・
小
原
國
芳
の
発
案
で
設
置

さ
れ
た
「
教
育
研
究
所
」
を
ベ
ー
ス
に
、
一

九
七
九
年
に
は
学
園
創
立
五
〇
周
年
を
記
念

し
て
、
新
た
に
学
術
研
究
所
が
設
立
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
数
回
の
組
織
改
編
を
経
て
、

現
在
は
左
上
の
組
織
図
の
通
り
、
九
つ
の
研

究
施
設
に
「
ｔ
ａ
ｐ
＊
」
を
開
発
し
た
「
心
の

教
育
実
践
セ
ン
タ
ー
」
を
加
え
た
一
〇
部
門

か
ら
な
る
大
組
織
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
が
特
徴
的
な
研
究
活
動
を
展
開
し
、
世
界

的
に
高
い
評
価
を
得
て
い
る
分
野
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
い
く
つ
か
の
研
究
施
設
の
例

を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

「
量
子
情
報
科
学
研
究
施
設
」
は
光
通
信
の

先
を
行
く
量
子
通
信
理
論
を
追
究
し
、
絶
対

に
読
め
な
い
暗
号
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を
行
っ

連載

21世紀の大学に求められる使命は「教育」

と「研究」、そして「社会貢献」などであ

り、それらの力が総合的に評価されます。

連載企画の第3回は大学の「研究力」に注目し、玉川大学に付設

されている学術研究所について考えます。

評価
される
大学

2004─2005
玉川大学

誌上オープンキャンパス

◆構成／吉本直子、編集部
イラスト／小松希生

第3回

特集

玉
川
大
学
の
特
色
の
ひ
と
つ
は
、「
学
術
研
究
所
の
充
実
」
で
す
。

文
部
科
学
省
が
推
進
す
る
「
21
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
採

択
さ
れ
た
「
全
人
的
人
間
科
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
支
え
る
研
究
者

も
そ
の
多
く
が
学
術
研
究
所
に
所
属
し
、
各
自
の
専
門
分
野
で
研

究
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

大学に
学術研究所が
あることの
意義

↑知能ロボット
←「第九」の練習風景

↑玉川大学敷地内で採取
された菌類のひとつ
←GBI棟のMRIで撮影し
た脳の写真

＊「tap」＝tamagawa adventure programの略



て
い
ま
す
。
企
業
と
の
連
携
も
可
能
で
あ
り
、

今
後
が
期
待
さ
れ
る
研
究
と
し
て
海
外
か
ら

も
注
目
さ
れ
て
い
る
分
野
で
す
。

「
応
用
生
命
科
学
研
究
施
設
」
か
ら
昨
年
独

立
し
た
「
菌
学
応
用
研
究
施
設
」
は
、
菌
類

か
ら
医
薬
品
の
も
と
に
な
る
物
質
を
探
す
研

究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
同
施
設
の
保
存
す
る

菌
類
資
源
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
サ
ン
プ
ル
数
は

一
万
六
、〇
〇
〇
サ
ン
プ
ル
を
超
え
ま
し
た
。

国
家
の
生
物
資
源
機
関
で
あ
る
Ｂ
Ｒ
Ｃ
の
サ

テ
ラ
イ
ト
・
ラ
ボ
の
役
割
も
担
っ
て
い
ま
す
。

「
人
文
科
学
研
究
施
設
」
が
哲
学
や
文
学
、
芸

術
、
歴
史
な
ど
、
い
わ
ば
学
問
の
基
礎
を
研

究
す
る
部
門
だ
と
し
た
ら
、「
全
人
教
育
研
究

施
設
」
は
そ
れ
を
教
育
に
つ
な
げ
て
い
く
部

門
で
す
。
五
研
究
グ
ル
ー
プ
と
一
施
設
に
分

か
れ
て
幅
広
い
研
究
活
動
を
行
い
、
た
と
え

ば
音
楽
研
究
グ
ル
ー
プ
で
は
、
玉
川
の
伝
統

行
事
で
あ
る
「
第
九
演
奏
会
」
の
歴
史
年
表

の
作
成
な
ど
も
手
が
け
て
い
ま
す
。

玉
川
な
ら
で
は
の
共
同
研
究

二
〇
〇
二
年
か
ら
の
五
年
間
、
文
部
科
学

省
に
よ
る
「
21
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

に
採
択
さ
れ
て
い
る
本
学
の
「
全
人
的
人
間

科
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
も
、
学
術
研
究
所
の
存

在
が
あ
っ
て
こ
そ
の
快
挙
で
し
た
。

こ
の
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
「
脳
科
学
研
究

施
設
」
が
中
心
で
は
あ
り
ま
す
が
、
農
学
部

や
文
学
部
、
工
学
部
の
メ
ン
バ
ー
も
加
わ
り
、

学
術
研
究
所
の
柱
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
ミ
ツ

バ
チ
科
学
研
究
施
設
」
を
は
じ
め
、「
知
能
ロ

ボ
ッ
ト
研
究
施
設
」「
言
語
情
報
文
化
研
究
施

設
」
と
共
同
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
学
術

分
野
の
枠
を
超
え
た
玉
川
ら
し
い
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

学
術
研
究
所
の
松
香
光
夫
副
所
長
は
「
文

部
科
学
省
も
『
脳
科
学
と
教
育
』
と
い
う
テ

ー
マ
に
力
を
入
れ
始
め
ま
し
た
。
ま
だ
三
年

目
で
す
し
、
本
学
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
理
系
の

研
究
者
に
特
化
せ
ず
に
、
ス
タ
ー
ト
か
ら
文

系
の
人
た
ち
と
組
ん
で
い
る
か
ら
こ
そ
、
お

玉川大学学術研究所副所長・
松香光夫教授

特 集

玉川大学には、現在9研究施設、1センターの計10部局で構成される
学術研究所が付設されています。

応
用
生
命
科
学
研
究
施
設

菌
学
応
用
研
究
施
設

人
文
科
学
研
究
施
設

言
語
情
報
文
化
研
究
施
設

心
の
教
育
実
践
セ
ン
タ
ー

脳
科
学
研
究
施
設

量
子
情
報
科
学
研
究
施
設

知
能
ロ
ボ
ッ
ト
研
究
施
設

ミ
ツ
バ
チ
科
学
研
究
施
設

全
人
教
育
研
究
施
設

学 術 研 究 所



も
し
ろ
い
試
み
が
で
き
る
の
で
す
。
五
年
間

の
Ｃ
Ｏ
Ｅ
の
期
間
が
終
わ
っ
て
も
玉
川
の
脳

の
研
究
は
終
わ
る
こ
と
は
な
く
、
む
し
ろ
そ

の
先
が
重
要
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
Ｃ
Ｏ
Ｅ
は

私
た
ち
に
と
っ
て
、
玉
川
の
学
術
的
研
究
の

方
向
性
を
再
確
認
す
る
よ
い
き
っ
か
け
に
な

っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
語
り
ま
す
。

教
育
と
の
連
携
と
今
後
の
展
望

こ
の
よ
う
に
、
組
織
と
し
て
学
際
的
な
姿

勢
が
構
築
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
各

学
部
に
所
属
す
る
大
学
院
生
、
学
部
生
に
と

っ
て
も
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

た
と
え
ば
、
脳
科
学
研
究
施
設
が
毎
年
主

催
す
る
「
玉
川
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ブ
レ
イ
ン
フ

ォ
ー
ラ
ム
」
な
ど
、
本
学
の
学
術
研
究
所
が

主
催
す
る
国
際
レ
ベ
ル
の
会
議
や
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
数
多
く
開
催
さ
れ
ま
す
。
海
外
も
含

め
た
学
内
外
の
研
究
者
の
発
表
や
講
演
に
触

れ
る
こ
と
は
、
学
生
に
と
っ
て
貴
重
な
経
験

と
な
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
他
大
学
の
研
究
機
関
の
よ
う
に
「
研

究
＝
産
学
連
携
」
と
い
う
方
向
性
と
は
異
な

り
、
本
学
の
学
術
研
究
所
は
純
粋
に
研
究
す

る
こ
と
に
力
点
を
置
い
て
い
る
の
が
現
状
で

す
。
し
か
し
、
今
後
は
地
域
社
会
と
の
つ
な

が
り
や
企
業
と
の
連
携
の
ニ
ー
ズ
も
意
識
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

玉
川
大
学
は
全
人
教
育
の
理
念
を
か
か
げ
、

「
人
を
育
て
る
教
育
」
に
ス
ポ
ッ
ト
が
当
た
っ

て
い
ま
し
た
が
、
研
究
の
分
野
で
も
着
実
に

実
績
を
積
み
上
げ
て
き
た
こ
と
は
評
価
さ
れ

る
べ
き
で
し
ょ
う
。
そ
の
結
果
、
国
公
立
大

学
と
肩
を
並
べ
て
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
採

択
さ
れ
た
こ
と
は
、「
学
術
研
究
所
」
と
い
う

研
究
環
境
の
な
か
で
、
研
究
員
た
ち
が
一
歩

先
の
未
来
を
見
す
え
て
力
を
出
し
合
っ
た
成

果
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

評価される大学 2004─2 0 0 5 3

のべ36回
＝玉川の学術研究所が主催した
国際会議の数

脳科学研究施設が毎年主催する「玉川ダイナミックブレインフォ
ーラム」をはじめ、量子情報科学研究施設の「量子通信国際会議」、
ミツバチ科学研究施設の「アジア養蜂研究協会大会」、言語情報文
化研究施設主催の「TAMAGAWA  InFORUM」、菌学応用研究施設
の「微生物資源ワークショップ」など国際レベルの会議が学内だ
けでなく世界各地で数多く開催されている。

約200名＝学術研究所に携わる研究者の人数
専任の研究員は17名。残り約180名のうち、学内に籍を置く約90
名以外は学外の研究者。各分野の専門家が広く携わっていること
がよくわかる。

5年間 ＝COEの対象となる期間
採択された研究事業については、2年経過後に専門家および有識
者等で構成される評価委員による「中間評価」を受け、5年間の
期間終了後に「事後評価」が実施される。3年目を迎えた今年は
「中間評価」の年に当たり、すでに調査が終了している。

DATAで
見る玉川大学

連載

3

玉川のCOEプログラムを支える
学術研究所

───玉川の教育の特色を数字で知ろうという企画です。



特 集

記
念
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
下
り
て
行
く
坂
道

の
途
中
に
、
い
か
に

も
頑
丈
そ
う
な
造
り

の
二
階
建
て
の
建
物

が
あ
り
ま
す
。
登
下
校
中
の
中
学
部
生
が
「
こ

の
中
で
脳
の
輪
切
り
写
真
を
撮
っ
て
い
る
ん
だ

っ
て
。
き
っ
と
ホ
ル
マ
リ
ン
漬
け
が
あ
る
ん
だ
」

「
公
衆
ト
イ
レ
に
し
て
は
広
す
ぎ
る
よ
な
」
と
ヒ

ソ
ヒ
ソ
話
を
し
な
が
ら
通
り
過
ぎ
る
姿
も
…
…
。

「
Ｇ
Ｂ
Ｉ
棟
」
は
、
遺
伝
子
解
析
・
脳
活
動
イ

メ
ー
ジ
ン
グ
施
設
と
し
て
二
〇
〇
三
年
一
〇
月

末
に
竣
工
し
ま
し
た
。「
21
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
の
採
択
に
よ
り
、
国
庫
補
助
金
か
ら

支
給
さ
れ
る
研
究
費
で
購
入
し
た
実
験
機
器
な

ど
を
設
置
し
た
研
究
棟
で
す
。
一
階
は
脳
活
動

イ
メ
ー
ジ
ン
グ
、
二
階
は
遺
伝
子
解
析
。
共
通

し
て
い
る
の
は
「
脳
の
研
究
」
と
い
う
点
で
す

が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
専
門
の
研
究
員
が
常
駐
し
、

ま
っ
た
く
異
な
る
側
面
か
ら
脳
の
機
能
を
追
究

し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
ト
イ
レ
で
も
な
く
、

脳
の
ホ
ル
マ
リ
ン
漬
け
も
あ
り
ま
せ
ん
。

一
階
で
は
、
磁
気
共
鳴
画
像
装
置
（
Ｍ
Ｒ
Ｉ
）

を
利
用
し
て
、
脳
の
活
動
の
計
測
を
行
っ
て
い

ま
す
。
現
在
は
「
ｆ
‐
Ｍ
Ｒ
Ｉ
」
と
い
う
手
法

で
脳
の
信
号
を
解
析
し
、「
記
憶
」
や
「
注
意
」

「
知
能
」
と
い
っ
た
人
間
な
ら
で
は
の
高
次
脳

機
能
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
探
ろ
う
と
い
う
研
究
が

進
ん
で
い
ま
す
。

将
来
的
に
は
た
と
え
ば
幼
少
中
高
の
教
育
現

場
と
も
連
動
し
、
脳
の
発
育
と
学
習
に
つ
い
て

研
究
す
る
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
利
用
す
る
な

ど
、
可
能
性
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

二
階
は
玉
川
の
遺
伝
子
研
究
の
拠
点
と
も
な

っ
て
い
る
施
設
で
す
。
階
段
を
上
が
り
部
屋
に

入
る
と
、
ほ
の
か
に
独
特
の
匂
い
が
…
…
。
ミ

ツ
バ
チ
を
飼
育
す
る
た
め
の
「
花
粉
だ
ん
ご
」

の
匂
い
で
す
。
実
験
用
に
飼
っ
て
い
る
ミ
ツ
バ

チ
が
逃
げ
出
し
て
、
部
屋
中
ブ
ン
ブ
ン
飛
び
回

っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
は
「
Ｄ
Ｎ
Ａ
自
動
シ
ー
ク
エ
ン
サ
ー
」

な
ど
、
遺
伝
子
研
究
に
必
要
な
機
器
の
扱
い
な

ど
を
学
ぶ
「
テ
ク
ニ
カ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
」
的
な
役
割
も
果
た
し
て
い
て
、
現
在
は
農

学
部
の
学
生
数
名
が
、
ミ
ツ
バ
チ
の
脳
を
テ
ー

マ
と
し
た
卒
業
研
究
に
利
用
し
て
い
ま
す
。「
独

房
で
育
っ
た
ミ
ツ
バ
チ
は
、
巣
の
集
団
で
育
っ

た
ミ
ツ
バ
チ
に
比
べ
て
条
件
反
射
な
ど
の
学
習

能
力
が
劣
る
」
な
ど
、
ミ
ツ
バ
チ
の
行
動
が
解

明
さ
れ
て
き
て
、
非
常
に
興
味
深
い
研
究
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「21世紀COE」
の採択で
実現した
研究施設
「GBI棟」

入口にある表札には「Genetic Analy-
sis and Brain Activity Imaging Labora-
tory（遺伝子解析・脳活動イメージン
グ施設）」の文字が。この頭文字をと
って「GBI棟」と呼んでいます

これがハイテクな
セキュリティ装置
「指紋読みとり装
置」。職員の指紋
を記憶し、本人と
認識するとドアロ
ックが解除されて
入館できるシステ
ムです

1階にある「磁気共鳴画像装置（MRI）」。磁気共鳴現
象を利用して、外科的な手段を用いずに脳のどの部
分が活動しているかを画像化することができる

16の遺伝子サンプルを同時に
解析できるという「DNA自動
シークエンサー」のほか、上、
横、下からの観察と、遺伝子
導入ができる顕微鏡「マイク
ロマニピュレーター」、髪の
毛1本から遺伝子を解析する
場合などに用いる「遺伝子増
幅器」などの機器があります


